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第２学年 算数科学習指導案（習得）

平成 年 月 日（ ） 第 校時 指導者

１ 単元名 かけ算（１）

２ 単元目標

○乗法のよさについて気付き，ものの全体の個数をとらえるときに進んで乗法を用いようとする。

（関心・意欲・態度）

○乗法九九が用いられている場合について，「一つ分の大きさ」「幾つ分」をとらえて全体の

個数の求め方について考えることができる。 （数学的な考え方）

○乗法が用いられる場合を具体物や式で表したり，乗法九九（５，２，３，４の段）を構成し，

確実に唱えたりすることができる。 （表現・処理）

○乗法が用いられる場合及び乗法九九（５，２，３，４の段）の構成の仕方を理解する。

（知識・理解）

３ 指導計画（全２２時間）

次 時 型 主な学習内容 主な評価規準

１ １

２

「一つ分の大きさ」「幾つ分」をとらえる。（考）数量を「単位とする大きさ」の「幾つ分」

ととらえようとする。

３

４

習

得

６×３＝１８の式の意味を理解し，用語「か

け算」を知る。

乗法の場面を式に表す。

（知）数量の関係を「単位とする大きさ」の「幾

つ分」ととらえ，それを簡潔に表したもの

が乗法の式であることを理解している。

５
活

用

乗法の式から，その場面をおはじきで表し

たり，並んだおはじきを乗法の場面として

とらえ，乗法の式に表したりする。

（表）乗法の場面ととらえられる場面を式に表

したり，乗法の式から場面を表現したりす

ることができる。

６

本

時

習

得

問題場面をとらえて，立式や答えの求め方

について考え，乗法の答えの求め方を理解

する。

（知）乗法の答えは被乗数を乗数の数だけ累加

する方法で求めることを理解している。

７
活

用

乗法の場面としてとらえることができる身

の回りの場面を探し，乗法の式に表す。

（考）身の回りから乗法の場面をとらえ，乗法

の式に表すことができる。

２
１

習

得

累加や５とび，アレイ図などを用いて５の

段の九九を構成する。

（知）５の段の九九の構成の仕方を理解してい

る。

２

３

習

得

５の段の九九を唱え，カードなどを使って

練習する。５の段の九九を用いて問題を解

決する。

（表）５の段の九九を唱えることができ，それ

を用いて身の回りの問題を解決すること

ができる。

４
活

用

累加や２とび，アレイ図などを用いて２の

段の九九を構成する。

（考）５の段の九九と同じ考えを用いて２の段

の構成を考えている。

５

６

習

得

２の段の九九を唱え，カードなどを使って

練習する。２の段の九九を用いて問題を解

決する。

（表）２の段の九九を唱えることができ，それ

を用いて身の回りの問題を解決すること

ができる。

３
１

活

用

３×５の積に３をたせば３×６の積になる

ことを活用して，３の段の九九を構成する。

（考）乗法について成り立つ性質を用いて，九

九の構成の仕方について考えている。

２

３

習

得

３の段の九九を唱え，カードなどを使って

練習をする。

３の段の九九を用いて問題を解決する。

（表）３の段の九九を唱えることができ，それ

を用いて身の回りの問題を解決すること

ができる。

４
活

用

４の段の九九を構成する。 （考）乗法について成り立つ性質を用いて，九

九の構成の仕方について考えている。
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５

６

習

得

４の段の九九を唱え，カードなどを使って

練習をする。

４の段の九九を用いて問題を解決する。

（表）４の段の九九を唱えることができ，それ

を用いて身の回りの問題を解決すること

ができる。

７
活

用

絵を見て，乗法の式に表すことができる場

面を探し，式に表す。

（考）乗法の場面としてとらえることができる

場面を見つけ，式に表したり，乗法の式を

読んだりする活動を通して，乗法の式の意

味について考えている。

４
１

習

得

「力をつけよう」に取り組む。 （表）学習内容を正しく用いて，問題を解決す

ることができる。

２
活

用

かけ算の本作りをする。 （考）「一つ分の大きさ」「幾つ分」の絵や図・

式の本への表し方を考えている。

４ 指導上の立場

（１）単元について

本単元は，学習指導要領の内容Ａ（３）「乗法の意味について理解し，それらを用いることがで

きるようにする。」を受けて設定したものである。

これまでに児童は，ものの個数について２とびや５とび，あるいは１０ずつまとめて数える能率

的な数え方や３口のたし算など，乗法の素地的な経験をしてきている。本単元ではこのような経験

をもとに，より便利な「一つ分の数」×「幾つ分」＝「全部の数」として乗法を意味づけ，乗法の

場面をおはじき等で表現したり身の回りで乗法が適用できる場面を探したりする活動を取り入れ，

乗法の意味の理解を確実にしていく。そして，５，２，３，４の段の九九の構成の学習の過程では，

アレイ図やおはじき等を活用しながら乗法の意味の理解をいっそう確実にするとともに，同数累加

をはじめ，乗数と積の関係にも着目しながら，児童が自ら九九を作り出したり答えの数値の並び方

のきまりを発見したりしながら学習でき，九九の便利さを感じて新しい計算のよさを味わえる単元

である。

本単元は，かけ算（２）のアレイ図による６，７，８，９の段の九九の構成やかけ算を使ったい

ろいろな問題解決へと発展していく。そして，第３学年の２，３位数×１，２位数の乗法の計算へ

とつながっていく。

（２）児童の実態

本学級の児童は，男子４名，女子１３名の計１７名である。算数が好きな児童も多いが，学力差

がかなり大きく，個への支援が必要な児童が４，５名いる。それらの児童は１位数＋１位数のたし

算も念頭操作ができにくく指を使って計算することが多い。そのため，算数に対し，苦手意識をも

っている。しかし，どの児童も，ペアやグループでの活動は安心して学習でき，互いの意見を受け

いれやすいため，喜んで取り組むことが多い。そして，間違ってもよいし途中まででもよいので自

分の考えを全体の場で発言しようとする姿が見られるようになっている。

レディネステストでは，「５こずつまとめる」ことができない児童が１名，５こずつの

あつまりがいくつあるかを答えられない児童が２名いた。３こずつのいちご４さら分の数

を求める問題では，一つ一つ数えている児童がほとんどで，一つ分の大きさを意識した数

え方はしていない。「１０とび，２とび，５とびの数系列」の問題は２名できていない。

未習の問題「２の４つ分はいくつかかけ算の式を書いて答えよう。」では，１０名の児

童が立式できたが，答えを８つ分と書いている児童が多く，かけ算の意味理解はできてい

ないと思われる。かけ算九九の５×５を知っている児童も１０名であった。

これらの結果から，２とびや５とびの数え方，まとまりを作る数え方等の既習事項につ

いてはほぼ定着しているが，かけ算や九九を知っていてもその意味については理解してい

ないと言える。

「児童の実態」は削除しています。
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（３）研究テーマとの関連

研究テーマ「学び合い ともに伸びる 子どもの育成～伝え合いを大切にした算数の授業を

通して～」にせまるために，本単元では次のことに留意する。

○ 単元全体では

・乗法が用いられる場合とそうでない場合があることを比較させながら乗法の意味「一つ分の大き

さ」の「幾つ分」をとらえさせるようにする。その際，おはじきなどの具体物を使って，作業的・

体験的な活動を多く取り入れ，「具体的な場面」と「おはじきやブロックを並べる操作」「図に

表す」「かけ算の式に表す」を相互に関連付けて指導していく。そしてペアでおはじきを操作し，

それを友達が式に表したり言葉で表現したりする等，いろいろな表現様式で伝え合いをする場を

設定することにより，友達と学び合いながら乗法の意味理解を深めるようにする。

・アレイ図等を取り入れて九九を作り上げていくという学習に重点を置き，自分で作り上げる楽し

さや達成感を感じさせるようにする。さらに，それらの学習を進めていく過程で，友達との学び

合いにより，乗法の性質やきまり，数を多面的に見る見方に気付かせ，数に対する豊かな感覚を

育てていきたい。

・○の図（「一つ分の数」青色・「幾つ分」赤色），式（かけられる数・青色，かける数・

赤色）のように色分けをすることにより，友達に説明する際に視覚的にも分かりやすい

ように工夫する。

○ 本時では

・ペアでホワイトボードにおはじきを並べたり○の図に表したりしながら問題の解決方法を伝え合

うことにより，どの児童も本時の学習への見通しをもつことができるようにする。

・かけ算で表せる様々な問題場面を，それぞれを「一つ分の大きさ×幾つ分＝全体の大きさ」とと

らえることができるようにする。そのために○の図に表して場面を一般化していく。また，３×

４＝３＋３＋３＋３で求められるが，３×４＝１２と簡潔・明瞭に表記するよさや便利さにも気

付かせたい。

・練習問題では，ペアで問題を出し合い，答えのカードを選ぶ活動を取り入れることにより，場面

と図と式を結び付けて楽しんで学習できるようにする。そして，その際，誤答のカードも用意し

ておき，図と式を結び付けた根拠を説明することにより，間違いを見つけたり習得を確かなもの

にしたりする。

・ペアで問題を出し合った後，個人でワークシートをし，練習問題ができた児童から新たなペアを

組み，どうしてかけ算がこのたし算になったのか自分のやり方を図や式で説明することにより，

より確かな習得を図る。

５ 本時案（第１次第６時）

ねらい
乗法の答えは被乗数を乗数の数だけ累加して求められることを理解することがで

きる。

学 習 活 動 教師の主な発問と予想される子どもの反応 ○教師の支援 ■個への支援

１ 問題を知

り，めあて

をつかむ。

２ 問題の解

き方を考え

○問題場面をおはじきや図で表しましょう。

・同じ数ずつ入っているからかけ算が使える。

○A くんのケーキの数から考えましょう。

・１さらに３こずつで，４さらだから，一つ分は

○二人が見つけたケーキの絵

を提示し，本時の学習に関心

をもつようにする。

○ペアでおはじきを並べたり

色ペンで図に表したりして

問題場面を正しくとらえさ

せる。

○既習（一つ分の数×幾つ分＝

全部の数）を確認し，一つ

分・幾つ分がいくらかに着目

A くんと B さんがいます。お店に行ってケ
ーキを見つけました。A くんは３こずつ４さら
入ったケーキ，B さんは４こずつ３さら入った
ケーキを見つけました。A くんと B さんが見
つけたケーキは何こあるでしょう。

かけ算のしきの答えのもとめ方を考えよう。
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話し合う。

３ 練習問題

をする。

・ペア

４ まとめを

し，学習を

振り返る。

３こ，幾つ分は４さらで，３×４。

・たし算をしよう。３＋３＋３＋３＝１２

・３＋３＝６ ６＋３＝９ ９＋３＝１２

・３×４の答えは３を４回たせば求められる。

○B さんのケーキの数を求めてみよう。

・４×３＝４＋４＋４で求められるよ。

・Ａくんのケーキと同じ数だね。

・ＡくんとＢさんのケーキの数は同じだけど，求

め方は違うね。

○ペアで，次の絵の数を求める問題をしましょう。

どの図と式を結び付けたらいいかな？

・アの図になるのはクリームパンで，式は・・

・この絵がこのかけ算の式になるわけは・・

○７×４の答えの求め方を図や式で表しましょ

う。

・

・７このまとまりが４つ分で，７＋７＋７＋７

○学習のまとめをしましょう。

○学習を振り返りましょう。

して立式するようにする。

○数えないで，かけ算の答えを

求める方法はないか問いか

け，児童の発言を取り入れな

がら，乗法の答えを，被乗数

を乗数の数だけ累加すると

よいことを確認する。

○答えを求める際に図やおは

じきから式，式から図へ相互

変換しながら問題を解決す

るようにする。

○絵，図，かけ算の式，たし算

の式の４種類のカードを用

意し，ペアで問題を出し合

い，図や式を組み合わせた理

由を説明しながら答えるよ

うにする。その際，誤答のカ

ードも用意しておき，間違い

の理由も考えさせるように

する。

■練習問題（ワークシート）が

できた児童からペアになり，

答え合わせをし，理由を説明

して理解を確かにする。

■困っている児童にはおはじ

き操作を通して７この４つ

分をとらえて答えを求める

ように助言する。

○どの場面のかけ算も「一つ

分」を「幾つ分」回たしてい

ることを図と式を結び付け

ながら色チョークで視覚的

に分かりやすくまとめる。

○本時の学習を振り返り，分か

ったことや感想を発表し合

い，学び合いによりかけ算の

答えの出し方を理解した喜

びを味わわせる。

評 価

【評価基準】

Ａ：かけ算の式の答えの求め方を式や図に表して，累加で求められることを理解し

ている。

Ｂ：かけ算の式の答えを累加の式に表すことが分かる。

【評価方法】

ワークシートの類題・練習問題，発言

かけ算の答えは「一つぶん」を「いく

つぶん」回たすともとめられる。

３＋３＋３＋３＋３＋３＋３

２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２＋２

４＋４＋４＋４＋４

２＋９

２×９
３×７
４×５
９×２

ア ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○○○○○○ ○○○○○○○ ○○○○○○○○○○○○○○


